
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 水利工学研究領域 基幹施設水理担当 

ため池群防災改修の最適優先順位付け手法 

ため池群の防災改修における事前検討のための改修優先順位付け処理を、概ね既存デー
タのみを用いて、効果的かつ簡便に行える手法を開発しました。 

 東日本大震災後、全国に多数ある老朽ため池の防災・減災が喫緊の課題となっています。 

 財政制約条件下で、ため池群の防災・減災機能をより高く保全すべく、適切な優先順位で
改修していく必要があります。 

研究のポイント 

 事業収益率の最大化： 改修の優先順位は、ため池群の防災改修事業効果（事業収益率）
が、常に高く保たれるように算出されます。 

 事業収益率の安定化： 改修の優先順位は、被災確率に応じて変動する事業収益率の安
定性（事業シャープレシオ）が、常に高く保たれるように算出されます。 

 処理の簡便化： 農村振興地理情報システム（農水省農村振興局）や市販GISなど既存
データを用いて簡便に処理出来ます。 

改修予算に制約があっても、本手法（MVM）で優先順位付けすれば、ランダムな順位付けよ
り、改修事業の収益率を常に高く（左図）、収益率の安定性を表す事業シャープレシオ（SR）
も常に高く（右図）保てます。本順位付けなどをもとに、防災計画の具体的な立案が可能とな
ります。 

研究の背景 

成果の特徴 

適用例 

サンプルため池群の概要 

上記数値は農村振興地理情報システム（農水省農村振興局）や市販GISなど既存データ
を用いて、GISアプリケーションで算出。 

優先順位付け処理の結果 


